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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月11日(2012.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　α２アドレナリン受容体作用薬の硝子体内投与により処置される眼障害を処置するため
の硝子体内投与用医薬組成物であって、式Ｉ：
【化１】

［式中、2-イミダゾリン-2-イルアミノ基はキノキサリン環骨格の5位又は6位のいずれに
あってもよい。x、y及びzは残りの5位、6位、7位又は8位のいずれにあってもよく、水素
、ハロゲン、C1-3アルキル、C1-3アルコキシ、又はトリフルオロメチルから選択する。R
はキノキサリン環骨格の2位又は3位にあってもよい任意の置換基を表わし、水素、C1-3ア
ルキル又はC1-3アルコキシでありうる。］
で示される化合物および薬学的に許容し得るその塩ならびにそれらの混合物から成る群か
ら選択されるα２アドレナリン受容体作用薬を含有する医薬組成物。
【請求項２】
　α２アドレナリン受容体作用薬がブリモニジンである請求項１に記載の医薬組成物。
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【請求項３】
　α２アドレナリン受容体作用薬を処置有効量で含有する請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　眼障害を有するヒトに投与し、その眼障害を処置するための請求項１に記載の医薬組成
物。
【請求項５】
　眼障害が網膜障害である請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　網膜障害が、糖尿病性網膜症である請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　α２アドレナリン受容体作用薬を固体形態で硝子体内投与する請求項１に記載の医薬組
成物。
【請求項８】
　α２アドレナリン受容体作用薬を半固体形態で硝子体内投与する請求項１に記載の医薬
組成物。
【請求項９】
　液体または固体投与形態のα２アドレナリン受容体作用薬を注射によって硝子体内投与
する請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　注入によって硝子体内投与する請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　α２アドレナリン受容体作用薬の硝子体内投与により処置される網膜障害を処置するた
めの硝子体内投与用医薬組成物であって、式Ｉ：
【化２】

［式中、2-イミダゾリン-2-イルアミノ基はキノキサリン環骨格の5位又は6位のいずれに
あってもよい。x、y及びzは残りの5位、6位、7位又は8位のいずれにあってもよく、水素
、ハロゲン、C1-3アルキル、C1-3アルコキシ、又はトリフルオロメチルから選択する。R
はキノキサリン環骨格の2位又は3位にあってもよい任意の置換基を表わし、水素、C1-3ア
ルキル又はC1-3アルコキシでありうる。］
で示される化合物および薬学的に許容し得るその塩ならびにそれらの混合物から成る群か
ら選択されるα２アドレナリン受容体作用薬を固体投与形態で処置有効量含有する医薬組
成物。
【請求項１２】
　α２アドレナリン受容体作用薬がブリモニジンもしくは薬学的に許容し得るその塩また
はそれらの混合物である請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　網膜障害が、糖尿病性網膜症である請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　固体投与形態の処置有効量のブリモニジンもしくは薬学的に許容し得るその塩またはそ
れらの混合物を含有する、α２アドレナリン受容体作用薬の硝子体内投与により処置され
る網膜障害を処置するための硝子体内注射用医薬組成物。
【請求項１５】
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　網膜障害が、糖尿病性網膜症である請求項１４に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　固体投与形態のブリモニジンもしくは薬学的に許容し得るその塩またはそれらの混合物
を含有する、α２アドレナリン受容体作用薬の硝子体内投与により処置される網膜障害を
予防するための硝子体内投与用医薬組成物。
【請求項１７】
　α２アドレナリン受容体作用薬の硝子体内投与により処置される網膜または視神経細胞
の死滅を引き起こす網膜障害または状態を処置するための硝子体内投与用医薬組成物であ
って、式Ｉ：
【化３】

［式中、2-イミダゾリン-2-イルアミノ基はキノキサリン環骨格の5位又は6位のいずれに
あってもよい。x、y及びzは残りの5位、6位、7位又は8位のいずれにあってもよく、水素
、ハロゲン、C1-3アルキル、C1-3アルコキシ、又はトリフルオロメチルから選択する。R
はキノキサリン環骨格の2位又は3位にあってもよい任意の置換基を表わし、水素、C1-3ア
ルキル又はC1-3アルコキシでありうる。］
で示される化合物および薬学的に許容し得るその塩ならびにそれらの混合物から成る群か
ら選択されるα２アドレナリン受容体作用薬を処置有効量含有する医薬組成物。
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